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右
の
質
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主
意
書
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出
す
る
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(一 ) 

鶏
卵
輸
入
抑
制
に
つ
い
て 

政
府
の
農
産
物
の
需
要
と
生
産
の
長
期
見
通
し
（
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
）
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

昭
和
五
十
二
年
度
の
鶏
卵
総
需
要
量
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
の
一
・
八
倍
、
約
二
百
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
い 

 

る
。
し
か
も
、
貿
易
自
由
化
の
な
か
で
卵
価
は
過
去
十
年
間
安
定
す
る
な
ど
生
産
性
を
あ
げ
て
き
た
。
特
に
、
最

近
は
、
総
合
農
政
が
唱
え
ら
れ
る
な
か
で
養
鶏
は
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
の
事
項
に
つ
き
政

府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 
(イ ) 

液
卵
輸
入
は
、
昨
年
度
は
前
年
度
の
二
倍
の
二
万
ト
ン
に
達
し
、
鶏
卵
生
産
量
の
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に 

昨
年
度
は
、
液
卵
の
み
で
な
く
殼
付
卵
さ
え
輸
入
さ
れ
、
専
業
養
鶏
農
家
を
極
度
に
不
安
な
ら
し
め
て
い 

 

る
。
輸
入
抑
制
の
た
め
次
の
こ
と
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

養
鶏
振
興
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

(二 ) 

鶏
卵
出
荷
合
理
化
施
設
の
普
及
に
つ
い
て 

(イ ) 

都
市
、
大
消
費
地
近
郊
の
み
で
な
く
、
地
方
養
鶏
地
帯
に
も
こ
れ
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
年
度
政 

(ハ ) 

国
は
、
別
項

(二 )
の
液
卵
施
設
を
二
箇
所
設
け
る
こ
と
と
し
た
が
、
こ
れ
を
全
国
に
普
及
し
て
液
卵
産
業
を

育
て
る
こ
と
に
よ
り
液
卵
輸
入
の
防
止
に
も
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

(ロ ) 

ま
た
、
特
に
、
中
国
産
鶏
卵
に
つ
い
て
は
厳
に
輸
入
を
阻
止
す
べ
き
で
あ
る
。 

政
府
は
、
こ
の
施
設
を
本
年
度
モ
デ
ル
施
設
と
し
て
全
国
二
箇
所
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
施
設

で
格
付
け
、
包
装
、
加
工
処
理
を
行
な
え
ば
、
全
国
各
地
よ
り
こ
の
施
設
設
置
の
要
望
が
は
げ
し
く
な
る
こ
と

は
必
至
で
あ
る
。
よ
つ
て
、
次
の
よ
う
に
至
急
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

上
つ
た
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
原
料
が
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
お
う
お
う
に
し
て
時
期
的
な
が
ら
卵
価
を
動
揺
さ
せ
る

こ
と
を
思
え
ば
、
現
在
の
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
微
量
と
し
て
必
ず
し
も
軽
視
し
て
よ
い
と
は
限
ら
な
い
。

極
力
輸
入
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。 

四 

 



 

(三 ) 

制
度
資
金
貸
付
け
限
度
額
の
引
上
げ
と
担
保
条
件
の
緩
和
に
つ
い
て 

(ハ ) 

ま
た
、
こ
の
施
設
の
施
設
者
の
自
己
資
金
に
は
制
度
資
金
融
資
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
政
府
の
利
子
補
給

を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。 

(ロ ) 

流
通
コ
ス
ト
の
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、
補
助
金
を
大
幅
に
増
額
し
て
、
各
地
の
要
望
に
こ
た
え
る
と
と
も 

に
、
都
道
府
県
も
国
と
同
額
の
補
助
を
出
す
よ
う
指
導
す
べ
き
で
あ
る
。 

専
業
養
鶏
農
家
は
安
定
経
営
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
二
万
羽
飼
育
見
当
を
目
標
と
す
べ
し
と
い
う

意
見
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
（
協
業
は
構
成
員
一
人
当
た
り
が
右
に
相
当
す
る
と
み
る
。
）
と
す
れ
ば
、
一
羽
当
た

り
施
設
費
を
一
千
五
百
円
と
み
て
も
二
万
羽
は
三
千
万
円
を
要
し
、
そ
の
他
、
敷
地
費
、
運
転
資
金
を
見
込 

府
で
実
施
し
よ
う
と
す
る
三
十
万
羽
、
三
千
五
百
万
円
の
施
設
で
は
大
規
模
す
ぎ
る
。
十
万
羽
程
度
の
養
鶏

団
地
に
も
あ
う
よ
う
に
し
、
全
国
各
地
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

生
産
性
を
向
上
す
る
た
め
、
経
営
規
模
の
拡
大
は
至
上
命
令
で
あ
る
。 

五 

 



 

(四 ) 

公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て 

ま
た
、
担
保
に
つ
い
て
は
評
価
が
低
い
た
め
、
農
家
に
は
す
で
に
担
保
切
れ
の
も
の
が
多
く
、
改
め
て
担
保

を
要
求
さ
れ
て
は
、
融
資
を
拒
否
さ
れ
た
に
ひ
と
し
い
。
担
保
は
融
資
対
象
物
件
に
限
り
、
あ
る
い
は
農
業
信

用
基
金
制
度
を
も
つ
て
こ
れ
を
補
充
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

そ
の
う
え
、
農
業
近
代
化
資
金
は
、
知
事
特
認
と
し
て
個
人
五
百
万
円
ま
で
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
が
活
用

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。 

現
行
の
貸
付
け
限
度
は
、
個
人
対
象
と
し
て
農
業
近
代
化
資
金
二
百
万
円
（
法
人
一
千
万
円
）
、
農
林
漁
業
金

融
公
庫
の
豚
鶏
資
金
は
、
個
人
五
百
万
円
、
法
人
一
千
万
円
が
限
度
で
あ
り
、
時
代
の
要
請
に
適
応
で
き
な 

 

い
。 

め
ば
、
も
ち
ろ
ん
若
干
の
自
己
資
金
を
拠
出
す
る
と
し
て
も
資
金
の
需
要
は
激
し
い
。 

養
鶏
の

糞ふ

ん

尿
処
理
に
当
た
り
、
そ
の
脱
臭
方
法
に
つ
い
て
は
す
で
に
埼
玉
県
、
長
野
県
等
に
お
い
て
、
土
壌 

六 

 



 

(五 ) 

税
金
の
適
正
化
に
つ
い
て 

(イ ) 

昭
和
四
十
三
年
度
農
業
所
得
課
税
に
当
た
り
、
養
鶏
一
羽
当
た
り
の
所
得
標
準
は
大
幅
に
増
額
さ
れ
た
。 

(ロ ) 

糞ふ

ん

尿
乾
燥
、
脱
臭
施
設
が
相
当
多
額
の
設
備
費
を
要
す
る
た
め
、
卵
生
産
原
価
え
の
影
響
が
大
き
い
。
国

の
補
助
、
融
資
等
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。 

(イ ) 

脱
臭
に
つ
い
て
の
試
験
研
究
費
を
大
幅
に
増
額
す
べ
き
で
あ
る
。 

脱
臭
に
成
功
し
て
い
る
。
脱
臭
装
置
が
完
備
す
れ
ば
養
鶏
の
み
で
な
く
、
養
豚
、
酪
農
を
含
め
て
、
畜
産
振
興

に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

公
害
の
解
決
が
国
の
重
要
施
策
で
あ
り
、
か
つ
、
総
合
農
政
の
う
え
か
ら
畜
産
振
興
が
唱
え
ら
れ
る
と
き
、

政
府
は
次
の
施
策
を
講
じ
公
害
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

養
鶏
経
営
に
つ
い
て
、
税
の
適
正
化
を
求
め
る
要
望
が
強
い
。
次
の
各
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た 

 

い
。 

七 

 



 

(ハ ) 

産
卵
能
力
、
飼
料
効
率
の
向
上
が
外
国

雛ひ

な

の
輸
入
に
よ
つ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
国
内
で
も
数
社
に
よ

つ
て
、
国
産
品
種
の
研
究
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
開
発
研
究
又
は
試
験
研
究
費
は
次
の

(a)
と

(b)
に

よ
る
減
免
が
行
な
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
の
か
。 

(ロ ) 

成
鶏
の
減
価
償
却
は
採
卵
用
と
し
て
、
業
務
用
に
供
す
る
期
間
（
耐
用
年
数
）
を
十
八
箇
月
と
し
て
い
る

が
、
実
情
に
即
し
十
二
箇
月
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

(b) 

試
験
研
究
費
の
額
が
増
加
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
制
度
（
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条 

(a) 

開
発
研
究
又
は
試
験
研
究
費
は
繰
延
資
産
と
し
て
、
そ
の
支
出
の
効
果
の
お
よ
ぶ
期
間
を
基
礎
と
し 

て
計
算
し
た
金
額
の
償
却
が
認
め
ら
れ
る
（
法
人
税
法
第
三
十
二
条
、
政
令
第
六
十
四
条
、
第
六
十
六 

 

条
、
第
六
十
七
条
及
び
第
百
三
十
四
条
） 

こ
の
所
得
標
準
の
内
容
、
特
に
そ
の
算
出
基
礎
を
明
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
各
国
税
局
別
に
過
去
五
年
間

に
お
け
る
養
鶏
一
羽
当
た
り
の
所
得
標
準
一
覧
を
提
示
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

(ニ ) 

鶏
舎
用
地
を
農
地
で
な
く
宅
地
と
み
る
課
税
は
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
。
不
動
産
登
記
事
務
取
扱
手
続
準

則
第
百
三
十
条
に
宅
地
が
定
義
さ
れ
、
同
第
百
二
十
二
条
に
建
物
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

鶏
舎
は
、
ビ
ニ
ー
ル
で
壁
代
わ
り
に
す
る
と
こ
ろ
な
ど
が
多
く
、
こ
こ
で
い
う
建
物
と
み
な
し
、
膨
大
な

固
定
資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
こ
と
は
、
養
鶏
経
営
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
を
や

め
て
、
鶏
舎
用
地
は
あ
く
ま
で
農
地
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。 

六
） な

お
、
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
十
二
条
・
第
四
十
四
条
な
ど
、
こ
の
種
の
研
究
開
発
に
適
用
す
る
よ
う
、

改
め
て
立
法
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
国
民
に
重
大
な
影
響
の
あ
る
こ
の
種
課
税
の
基
礎
が
単
な
る
事
務
取
扱
手
続
準
則
の
ご
と
き
で
規 

ま
た
、
現
に
国
内
で
研
究
開
発
を
行
な
つ
て
い
る
も
の
は
、
具
体
的
に

(a)
・

(b)
が
適
用
さ
れ
た
か
否 

 

か
。 
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一
〇 

程
す
る
こ
と
は
重
大
な
疑
義
が
あ
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


